
広報なすからすやま ２０１7.111

　
　

月
2
日
晶
、「
第　

回
栃
木
県
統
計
大
会
」が
、県
総
合
文

12

54

化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、統
計
知
識
の
普
及
啓
発
と
、県
内
の
統
計
関

係
者
の
士
気
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、永
年
に
わ
た
り
統
計
事
務
に
従
事
し
そ
の

成
績
が
特
に
優
秀
な
統
計
関
係
者
や
、統
計
グ
ラ
フ
栃
木
県

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、本
市
か
ら
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

田
野
倉
の
檜
山
勉
さ
ん
と
興
野
の
大

貫
厚
さ
ん
が
、平
成　

年
国
勢
調
査
に

27

お
い
て
、実
施
期
間
中
に
指
導
員
ま
た

は
調
査
員
と
し
て
活
動
し
、優
秀
な
成

績
を
収
め
た
と
し
て
、総
務
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

檜
山
さ
ん
は
、昭
和　

年
に
国
勢
調

60

査
の
調
査
員
と
し
て
活
動
し
た
の
を
皮

切
り
に
現
在
ま
で　

年
間
に
わ
た
り
、

30

国
勢
調
査
7
回
の
ほ
か
、農
林
業
セ
ン

サ
ス
や
経
済
セ
ン
サ
ス
、商
業
統
計
調

査
な
ど
様
々
な
統
計
事
務
に
従
事
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

大
貫
さ
ん
は
、平
成
7
年
に
工
業
統

計
調
査
に
従
事
し
、そ
の
後
、4
回
に
わ

た
り
国
勢
調
査
の
調
査
員
や
指
導
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、統
計
調
査
員
及
び
指
導

員
と
し
て
、曲
畑
の
佐
藤
康
宏
さ
ん
が

栃
木
県
知
事
表
彰
、功
労
者
と
し
て
横

枕
の
萩
原
光
男
さ
ん
が
栃
木
県
統
計
協

会
名
誉
会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

品「
み
な
み
な
す
サ
ッ
カ
ー
し
ょ
う

ね
ん
の
す
き
な
も
の
！
な
り
た
い
も

の
！
」が
、統
計
グ
ラ
フ
栃
木
県
コ
ン

ク
ー
ル
の
小
学
校
1
年
生
～
2
年
生

の
部
で
最
高
賞
の「
特
選
」に
見
事
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

4
人
は
、市
内
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム「
F
C
バ
ジ
ェ
ル
ボ
那
須
烏
山

ジ
ュ
ニ
ア
」に
所
属
す
る
チ
ー
ム
メ

イ
ト
。約
1
週
間
の
制
作
期
間
の
中

で
、自
分
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
サ
ッ

カ
ー
を
す
る
子
ど
も
た
ち
に
調
査
を

行
い
、結
果
を
グ
ラ
フ
に
ま
と
め
ま

し
た
。

　
「
グ
ラ
フ
を
上
手
に
貼
り
付
け
る

の
が
大
変
だ
っ
た
」と
話
す
一
方
で
、

「
特
選
に
選
ば
れ
て
嬉
し
い
」と
声
を

そ
ろ
え
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
作
品
は
、全
国
大
会
へ

と
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

烏
山
小
学
校
1
年
の
満
田
航
輔
く
ん

（
南
1
丁
目
）、満
田
紘
輝
く
ん（
南
1
丁
目
）、

黒
木
空
く
ん（
南
1
丁
目
）、渥
美
唯
翔
く

ん（
旭
1
丁
目
）が
制
作
し
た
グ
ラ
フ
作

　

宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
所
属

す
る
荒
川
小
5
年
の
鈴
木
佳
実
く
ん

（
大
金
）が
、　

月　

日
掌
に
栃
木
県
体
育

11

20

館
で
開
か
れ
た「
第　

回
栃
木
県
ス

39

ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
流
大
会
」に
出

場
し
、小
学
5
年
生
男
子
の
部
で
優
勝

し
ま
し
た
。本
市
で
は
、同
大
会
始
ま
っ

て
以
来
、優
勝
し
た
事
例
は
な
く
、初
の

快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
所
属
す
る
選
手
が
集
う
中
、小

学
5
年
生
男
子
に
は
、　

人
が
出
場
。そ

56

れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
接
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。決
勝
戦
で
は
、延
長
戦

に
も
つ
れ
込
ん
だ
も
の
の
、一
本
勝
ち

で
の
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
に
開
か
れ
る
栃
木
国
体
の

34

「頑張ります」と話す鈴木くん「頑張ります」と話す鈴木くん。。

第

回
栃
木
県
統
計
大
会

54統
計
調
査
・
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
で
表
彰
続
々
と

宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
鈴
木
佳
実
く
ん

県
内
の
ス
ポ
少
集
う
大
会
で
優
勝
果
た
す

大臣表彰を受けた檜山さん。

グラフコンクールで
特選に選ばれた4人。

受賞おめでとうございます

○母子家庭等支援功労者に対する
「知事表彰」：西原和子さん（中央　丁目）1

○栃木県青少年育成県民会議表彰…
子ども育成・憲章功労者：佐藤力夫さ
ん（曲畑）／栃木県青少年育成県民会
議表彰奨励賞…子ども育成・憲章功
労団体：那須烏山警察署管内少年指
導委員会
○8020運動「高齢者よい歯の表彰」…
「8020財団理事長賞」：沢村一夫さん
（野上）／「栃木県歯科医師会長賞」：左
東敏夫さん（野上）、大山賢一さん（南
　丁目）1

統
計
事
務
で
2
人
が

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

烏
山
小
1
年
の
サ
ッ
カ
ー
少
年

グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選

強
化
選
手
に
も
選
ば
れ
て
い
る
鈴
木
く

ん
は
、「
優
勝
で
き
て
嬉
し
か
っ
た
。国

体
に
向
け
て
も
っ
と
上
手
く
な
り
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、鈴
木
く
ん
は
、　

月　

日
掌
に

12

18

栃
木
県
体
育
館
で
開
か
れ
た「
第　

回
50

栃
木
県
小
学
生
剣
道
錬
成
大
会
」で
も
、

小
学
5
年
生
男
子
の
部
1
組
で
優
勝
し

ま
し
た
。
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本
市
を
活
性
化
す
る
た
め
に
県
内
5
大

学
と
烏
山
高
校
な
ど
で
組
織
し
活
動
す
る

那
須
烏
山
市
ま
ち
づ
く
り
研
究
会（
福
島
二

朗
委
員
長
）に
よ
る「
近
代
化
遺
産
全
国
一

斉
公
開
2
0
1
6　

な
す
か
ら
す
や
ま
」

in

が
、　

月　

日
松
に
開
か
れ
ま
し
た
。

11

26

　

今
年
は
、鹿
沼
市
と
の
連
携
事
業「
下
野

の
国
二
大
祭
り
×
2
＝
ま
ち
の
賑
わ
い
∞

（
無
限
大
）プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し
て
、

本
市
と
鹿
沼
市
の
近
代
化
遺
産
を
巡
る
バ

ス
ツ
ア
ー
を
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。ツ

ア
ー
で
は
、市
内
外
か
ら　

人
が
参
加
し
、

39

「
鹿
沼
市
旧
粟
野
中
校
舎
」や
、「
境
橋
」、

「
東
京
動
力
機
械
製
造
㈱
地
下
工
場
跡（
島

崎
酒
造
ど
う
く
つ
酒
蔵
）」を
見
学
。見
学
地
で

は
、同
研
究
会
委
員
長
で
足
利
工
業
大
学

の
福
島
二
朗
准
教
授
や
、境
橋
の
解
説
者

と
し
て
烏
山
土
木
事
務
所
の
阿
久
津
雅
一

保
全
部
長
が
遺
産
に
つい
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、も
う
一
つ
の
人
気
イ
ベ
ン
ト

「
ど
う
く
つ
コ
ン
サ
ー
ト
」で
は
、島
崎
酒

造
ど
う
く
つ
酒
蔵
を
会
場
に
、ウ
ク
レ
レ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト「
R
I
O
」さ
ん
に
よ
る
ウ

ク
レ
レ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

R
I
O
さ
ん
は
、　

歳
に
し
て
ア
ジ
ア
、

15

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、ハ
ワ
イ
の
ウ
ク
レ
レ

フ
ェ
ス
や
、ホ
ノ
ル
ル
の
ハ
ー
ド
・
ロ
ッ

ク
・
カ
フ
ェ
で
演
奏
を
す
る
な
ど
国
内
外

で
活
躍
す
る
日
本
の
ウ
ク
レ
レ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
で
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、バ
ス
ツ
ア
ー
の
参

加
者
や
地
域
住
民
な
ど
1
7
0
人
が
訪
れ
、

R
I
O
さ
ん
が
奏
で
る
美
し
い
音
色
と
表

現
力
豊
か
な
演
奏
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

途
中
、N
H
K
東
日
本
大
震
災
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ「
花
は
咲
く
」が
演

奏
さ
れ
る
と
ウ
ク
レ
レ
の
音
色
に
合
わ
せ

て
、観
客
が
曲
を
口
ず
さ
む
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、ど
う
く
つ
内
に
は
、宇
都
宮

市
出
身
で
和
紙
灯
り
作
家
の
鎌
田
康

二
さ
ん
が
手
掛
け
た
和
紙
の
照
明
が

柔
ら
か
な
光
で
辺
り
を
照
ら
し
、幻

想
的
な
雰
囲
気
が
広
が
って
い
ま
し
た
。

バ
ス
ツ
ア
ー
と
コ
ン
サ
ー
ト
で
近
代
化
遺
産
に
触
れ
る

上：様々な団体が参加したクロスマーケット。
下：酒蔵まつりできき当てに挑戦する参加者。

ど
う
く
つ
コ
ン
サ
ー
ト
に
合
わ
せ

ク
ロ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
酒
蔵
ま
つ
り
を
開
催

　

ど
う
く
つ
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
に

合
わ
せ
、ま
ち
づ
く
り
団
体
の
ク
ロ

ス
ア
ク
シ
ョ
ン（
高
橋
誠
一
代
表
）に
よ

る「
ク
ロ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
」と
㈱
島
崎

酒
造
に
よ
る「
ど
う
く
つ
酒
蔵
ま
つ

り
」が
同
時
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ク
ロ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、本
市

を
は
じ
め
と
す
る
八
溝
地
域
で
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
な
ど
に
よ

り
、模
擬
店
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。模

擬
店
で
は
、「
ピ
ザ
」や「
か
ら
揚
げ
」、

「
お
で
ん
」な
ど
様
々
な
飲
食
コ
ー

ナ
ー
が
並
び
、大
勢
の
人
が
立
ち
寄

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、ど
う
く
つ
酒
蔵
ま
つ
り
で

は
、新
酒
、ど
う
く
つ
熟
成
酒
が
販
売

さ
れ
た
ほ
か
、酒
の
利
当
て
会
や
輪

投
げ
な
ど
が
行
わ
れ
、参
加
者
が
そ

ろって
挑
戦
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、ど
う
く
つ
コ
ン
サ
ー

ト
の
来
場
者
の
ほ
か
に
、た
く
さ
ん

の
地
域
住
民
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

①バスツアーで境橋を見学す
る一行　②和紙灯り作家の鎌
田康二さんが手掛けた照明　
③RIOさんによるコンサート。

市
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ「
料
理
教
室
」

料
理
を
と
お
し
て
交
流
深
め
る

全国一斉公開2016
inなすからすやま

近代化遺産



広報なすからすやま ２０１7.113

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、　

月　

日
捷
、

11

28

南
那
須
公
民
館
で
、平
成　

年
度
那
須

28

烏
山
市
人
権
教
育
指
導
者
研
修「
な
す

か
ら
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
、地

域
住
民
ら　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

50

　

当
日
は
、渋
谷
区
男
女
平
等
・
多
様
性

社
会
推
進
会
議
委
員
で
、元
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
女
子
日
本
代
表
の
杉
山
文
野
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、「
ダ
ブ
ル
ハ
ッ
ピ
ネ
ス

～
辛
さ
が
2
倍
な
ら
楽
し
さ
も
2
倍

～
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

杉
山
さ
ん
は
、心
の
性
別
と
身
体
の

性
別
が
一
致
し
て
い
な
い
、い
わ
ゆ
る

「
性
同
一
性
障
害
」で
す
。今
で
は
、性
同

一
性
障
害
の
認
知
度
が
上
が
り
、様
々

な
人
が
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、杉
山
さ

ん
が
幼
少
の
頃
は
ま
だ
珍
し
く
、心
と

体
の
性
別
の
不
一
致
に
よ
る
違
和
感
と

そ
れ
を
誰
に
も
打
ち
明
け
る
こ
と
の
で

き
な
い
苦
悩
か
ら
生
き
る
こ
と
さ
え
つ

ら
い
時
期
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

講
演
で
は
、そ
う
い
っ
た
過
去
の
苦

し
み
や
悩
み
な
ど
の
経
験
を
も
と
に
、

L
G
B
T（
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）に
つ
い

て
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す

く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　

杉
山
さ
ん
は
、「
L
G
B
T
を
含
め
、

多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
が
様
々
な
場

面
で
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

月
8
日
昭
、境
小
学
校
で
N
P
O

12
法
人
ア
ー
ト
イ
ン 
A
s
i
b
i
n
a 
に

 

あ
 

し
 

び
 

な
 

ー
 

よ
る
児
童
劇
が
披
露
さ
れ
、同
校
の
全

校
児
童
が
劇
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、国
の「
文
化
芸
術
に
よ
る
子

供
の
育
成
事
業
」の
一
環
で
、芸
術
家
を

派
遣
し
、子
ど
も
た
ち
に
質
の
高
い
文

化
芸
術
を
鑑
賞
・
体
験
す
る
機
会
を
確

保
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、4
年
生
が
前
日
に
紙
コ
ッ

プ
と
絹
糸
で
制
作
し
た
ス
ト
リ
ン
グ
ラ

フ
ィ
と
い
う
楽
器
を
使
い
、「
野
原
」と

い
う
劇
を
児
童
が
披
露
。そ
の
後
、劇
団

員
に
よ
り
児
童
劇「
ね
こ
は
し
る
」が
公

演
さ
れ
、オ
カ
リ
ナ
や
ス
ト
リ
ン
グ
ラ

フ
ィ
、歌
声
が
響
き
合
う
中
、児
童
は
友

情
や
い
の
ち
の
大
切
さ
を
物
語
か
ら
感

じ
取
っ
て
い
ま
し
た
。

第　

回
教
育
委
員
会（　
月　

日　
）

11

10

21
（金）

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○
平
成　

年
度
小
・
中
学
校
職
員
定
期

29

異
動
方
針（
案
）を
決
定

○
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
取
扱

い
を
決
定

第　

回
教
育
委
員
会（　
月　

日　
）

12

11

18
（金）

○
区
域
外
就
学
の
許
可
を
承
認

○
那
須
烏
山
市
学
校
職
員
服
務
規
程
の

一
部
改
正
を
決
定

○
那
須
烏
山
市
立
図
書
館
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
決
定

子猫のランが登場した「ねこはしる」子猫のランが登場した「ねこはしる」。。

境
小
で
児
童
劇「
ね
こ
は
し
る
」の
鑑
賞
会

児
童
が
本
格
的
な
文
化
芸
術
を
堪
能

多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
へ

な
す
か
ら
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

性
同
一
性
障
害
に
つ
い
て

過
去
の
経
験
な
ど
を
語
る

講
師
の
杉
山
さ
ん
。

○
平
成　

年
度
那
須
烏
山
市
教
育
費
予

28

算
の
補
正
を
決
定

第
1
回
教
育
委
員
会
臨
時
会（　
月　

日　
）

11

30
（水）

○
那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
教
育
長
職

務
代
理
者
の
指
名
に
つ
い
て
決
定

○
教
育
職
務
代
理
者
に
岡
崎
孝
雄
氏
を
指
名

▼
そ
の
他
の
出
席

・　

月
8
日　
：
南
那
須
中
学
校　

学

10

（土）

校
祭
、烏
山
中
学
校　

文
化
祭

・　
月　

日　
：
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
開
校
式

10

29

（土）

・　

月
7
日　
：
中
学
生
海
外
派
遣
事

12

（水）

業
報
告
会

那
須
烏
山
市
教
育
委
員
会
会
報

年
度『
第
3
四
半
期
』
月
～

月

28

10

12

　

市
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

（
木
下
智
恵
子
会
長
）で
は
、　

月
1

12

日
昭
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で「
料

理
教
室
」を
開
催
し
、約　

名
が
参

20

加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
押
し
寿
司
」、「
ゆ
ず

味
噌
」、「
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
」を
調
理
。同
グ
ル
ー
プ
会
員
か

ら
作
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
や
コ
ツ
が

教
え
ら
れ
、参
加
者
た
ち
は
手
際

よ
く
調
理
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、参
加
者
た
ち
は
お
互
い

に
交
流
を
し
な
が
ら
自
分
た
ち
で

調
理
し
た
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
熱
心
に

聞
く
参
加
者
。
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月
4
日
晶
、小
原
沢
の「
わ
ら
び

11
荘
」跡
地
で
、「
Ｄ
Ｃ
Ｍ
ホ
ー
マ
ッ
ク
の

森
」植
樹
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、県
と
市
、Ｄ
Ｃ
Ｍ
ホ
ー
マ
ッ

ク
㈱
が
締
結
し
た「
栃
木
県
企
業
等
の

森
づ
く
り
協
定
」の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、今
年
で
3
回
目
と

な
り
ま
し
た
。

　

植
樹
会
に
は
、Ｄ
Ｃ
Ｍ
ホ
ー
マ
ッ
ク

　
　

月　

日
昌
、凮
月
カ
ン
ト
リ
ー

12

14

倶
楽
部
で
、市
国
際
交
流
協
会（
束
原

民
範
会
長
）に
よ
る「
第　

回
国
際
交
流

11

ク
リ
ス
マ
ス
会
」が
開
か
れ
、日
本
を
含

む　

カ
国
1
2
8
人
が
交
流
を
深
め
ま

11
し
た
。

　

会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
行
わ
れ
た
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、那
須
烏
山
尺
八

愛
好
会
に
よ
る
尺
八
演
奏
、レ
イ
・
プ
ル

メ
リ
ア
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
、市
内
の

小
中
学
校
で
英
語
を
教
え
る
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）の
皆
さ
ん
に
よ
り
英

語
で
の
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
を
し
た
り
、全
員

で
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
歌
っ
た
り
と
、

異
文
化
交
流
を
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

㈱
の
関
係
者
、県
、市
、烏
山
保
育
園
や

烏
山
聖
マ
リ
ア
幼
稚
園
の
園
児
な
ど
1

3
0
人
が
参
加
。「
ト
チ
ノ
キ
」や「
コ
ブ

シ
」な
ど
の
広
葉
樹
2
9
7
本
の
ほ
か
、

市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用
す

る
児
童
が
再
生
紙
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
制
作

し
た
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
と
い
う
紙
の
ポ
ッ

ト
に
入
れ
た「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」　

本
を
植

30

樹
し
ま
し
た
。

緑
い
っ
ぱ
い
の
森
づ
く
り
を
推
進

園
児
ら
1
3
0
人
が
植
樹
体
験

木を植樹する園児たち木を植樹する園児たち。。

で
市
育
樹
祭
の
一
環
と
し
て
、「
植
樹

会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
祭
は
、こ
れ
ま
で
小
学
5
年
生
を

対
象
に
、枝
打
ち
や
木
工
体
験
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、今
年
度

か
ら
、「
苗
木
配
布
会
」、「
木
工
体

験
教
室
」、「
植
樹
会
」の
3
つ
の

事
業
を
同
祭
と
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。今
後
、植
樹
会
は
、市
内

5
つ
の
小
学
校
で
1
年
ご
と
に

輪
番
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

初
の
開
催
と
な
っ
た
植
樹
会

に
は
、市
や
市
緑
化
推
進
委
員
会
、

マ
ロ
ニ
エ
メ
イ
ツ
、同
校
5
年
生

の
児
童
の
ほ
か
、本
市
と
防
災
協

定
を
結
ぶ
東
京
都
豊
島
区
か
ら

区
職
員
、染
井
よ
し
の
桜
の
里
駒
込
協

議
会
な
ど　

人
が
参
加
し
、同
区
か
ら

35

寄
贈
さ
れ
た「
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
」の
桜
の

木
5
本
が
校
庭
に
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

植
樹
に
あ
た
り
、同
区
教
育
委
員
会

の
天
貝
勝
己
教
員
部
長
は
、「
5
本
の
桜

が
ど
ん
な
花
を
咲
か
せ
る
の
か
を
楽
し

み
に
育
て
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。ま

た
、児
童
を
代
表
し
て
、同
校
5
年
の
山

村
敏
也
さ
ん
が
、「
自
然
を
大
切
に
し
、

桜
の
成
長
を
皆
で
見
守
り
た
い
。寄
贈
し

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、清
水
川
せ
せ
ら
ぎ
公
園
に
も

同
区
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
桜
5
本
が
植
樹

さ
れ
ま
し
た
。

　

緑
や
森
林
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

市
民
一
体
と
な
っ
た
緑
化
運
動
の
推
進

を
図
る
た
め
、　

月　

日
昭
、境
小
学
校

12

15

　

冬
の
山
あ
げ
が
行
わ
れ
た　

月　

日

12

11

掌
、　

烏
山
駅
前
で
、市
国
際
交
流
協
会

JR
が
主
催
す
る「
英
語
お
し
ゃ
べ
り
会
」に

参
加
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
7
人
が
、外

国
人
観
光
客
に
お
も
て
な
し
を
し
よ
う

と「
ガ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
設
置
し

ま
し
た
。「
私
に
尋
ね
て
」を
意
味
す
る

「
A
s
k 
m
e
」の
プ
レ
ー
ト
を
首
に

か
け
た
メ
ン
バ
ー
は
、外
国
人
の
ほ
か
、

訪
れ
た
観
光
客
に
丁
寧
に
道
案
内
や
山

あ
げ
の
説
明
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ガイドステーションの皆さん。

A
sk
m
e!

冬
の
山
あ
げ
で
外
国
人
観
光
客
を
案
内

交
流
を
深
め
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
。

市
育
樹
祭
境
小
の
校
庭
に

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
5
本
を
植
樹

スコップを使い桜の木を丁寧に植樹する児童スコップを使い桜の木を丁寧に植樹する児童。。

国
際
交
流
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

カ
国
1
2
8
人
が
交
流
深
め
る

11
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若
鮎
ク
ラ
ブ
が
消
防
署
と
警
察
署
を
訪
問

つ
き
た
て
の
餅
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
　

月　

日
掌
か
ら　

月　

日
松
に
か

12

11

12

31

け
て
、「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
」が
行
わ
れ
、本
市
で
も
期
間
中

に
早
朝
街
頭
指
導
を
す
る
な
ど
、ド
ラ

イ
バ
ー
や
登
校
中
の
児
童
・
生
徒
な
ど

に
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、「
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
」、「
す
べ
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
」、「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」

を
重
点
と
し
、一
人
ひ
と
り
が
交
通
事

故
防
止
へ
の
意
識
を
高
め
る
た
め
に
毎

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
　

日
捷
に
は
、旭
交
差
点
で「
特
別
街

12
頭
指
導
」が
行
わ
れ
、市
、那
須
烏
山
警

察
署
、那
須
烏
山
交
通
安
全
協
会
、安
全

運
転
管
理
者
那
須
烏
山
地
区
協
議
会
な

ど
の
関
係
団
体
約　

人
に
よ
り
、啓
発

50

チ
ラ
シ
や
反
射
タ
ス
キ
な
ど
約
3
0
0

個
が
信
号
待
ち
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、那
須
烏
山
交
通
安

全
協
会
女
性
部
会
が
、交
通
安
全
を
祈

願
し
た
手
作
り
の
お
守
り
も
あ
わ
せ
て

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

月
3
日
松
、烏
山
公
民
館
で
、若
鮎
ク

12
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち　

人
が
、餅
つ
き
を

25

体
験
し
、つ
き
た
て
の
餅
を
那
須
烏
山
消

防
署
と
警
察
署
に
届
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、年
末
で
忙
し
い
署
員
の
皆
さ

ん
の
労
を
ね
ぎ
ら
お
う
と
行
っ
た
も
の
で
、

餅
を
受
け
取
っ
た
署
員
ら
は
、「
あ
り
が
と

う
」と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

消
防
署
で
は
、救
急
車
や
消
防
車
を
見
学

す
る
な
ど
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
に
戻
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、手

作
り
し
た
餅
や
け
ん
ち
ん
汁
を
試
食
。自

分
た
ち
で
作
っ
た
料
理
に
満
足
気
な
表
情

を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
事
故
防
止
を

呼
び
か
け
る
大
谷
範
雄
市
長（
右
）

と
蓼
沼
浩
警
察
署
長（
左
）。

街
頭
指
導
で
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

年
末
の
交
通
安
全

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

つ
き
た
て
の
餅
に
味
付
け
を
す
る

子
ど
も
た
ち
と
ス
タ
ッ
フ
。

第69回

市指定有形文化財（彫刻）

 木  造 　
もく ぞう

 伝  阿  弥  陀  三  尊  像 （曲田）
でん あ み だ さん ぞん ぞう

　
　

月
中
旬
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

12
員
に
よ
る
門
松
づ
く
り
が
最
盛
期
を
迎
え
ま
し

た
。　

月　

日
頃
か
ら
、竹
や
松
の
切
り
出
し
か

11

20

ら
始
ま
っ
た
作
業
。7
人
の
会
員
が
、約
1
ヶ
月

を
か
け
て
1
2
0
対
を
作
り
あ
げ
ま
し
た
。

　

門
松
は
、　

尺
の
小
さ
い
も
の
か
ら　

杓
の

50

1.8

特
大
サ
イ
ズ
が
あ
り
、完
成
度
は
プ
ロ
顔
負
け
。

年
々
、県
内
外
の
個
人
や
事
業
所
か
ら
注
文
が

増
え
る
ほ
ど
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
門
松
は
、毎
年
、市
役
所
烏
山
庁
舎
や
南

那
須
庁
舎
な
ど
に
も
寄
贈
さ
れ
、新
春
に
華
を

添
え
ま
し
た
。

心を込めて作られる門松心を込めて作られる門松。。

新
年
の
新
た
な
門
出
を
祝
い

シ
ル
バ
ー
会
員
が
1
2
0
対
の
門
松
を
制
作

　本尊は坐像（像高：約84cm）、両脇の侍像は立像
（像高：左：約102cm、右：約100cm）で、阿弥陀三尊と伝わ
る　体の仏像です。いずれも欅材による 一  木 

いち ぼく

3
 造 りで、 彫  眼 、 内  刳 り（像の体内を空洞にする技法）が
づく ちょう がん うち ぐ

施されています。
　制作年代は、　体とも損傷がひどく判断が難3
しいですが、同地区に伝世する 平  安  仏 

へい あん ぶつ

（ 薬  師  三  尊 
やく し さん ぞん

像）との比較や像表面の 衣  文 線などの特徴から、
え もん

平安時代後期（12世紀後半頃）と推定されます。市内
に残る数少ない平安仏の　つとして貴重な文化1
財です。
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烏
山
小
学
校
や
烏
山
中
学
校
の

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
間
帯
に
学

校
周
辺
や
通
学
路
で
自
主
的
に
パ

ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
っ
て
い
る
烏

山
自
警
団（
大
和
勝
夫
団
長
）が
、市

内
の
環
境
美
化
を
目
的
に
、　

月
12

　

日
松
、　

烏
山
駅
前
で
学
童
野

10

JR

球
チ
ー
ム「
烏
山
ク
ラ
ブ
」、サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム「
F
C
バ
ジ
ェ
ル
ボ

那
須
烏
山
ジ
ュ
ニ
ア
」と
合
同
で

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、1
0
0
人
が
参
加
し
、

駅
前
広
場
や
駐
輪
場
な
ど
で
ゴ
ミ

二
宮
尊
徳
の
功
績
し
の
ぶ 
お
救
い
小
屋
跡
で
炊
き
出
し
体
験

拾
い
な
ど
の
清
掃
を
し
た
ほ
か
、

烏
山
小
学
校
の
児
童
が
制
作
し
た

「
防
犯
ポ
ス
タ
ー
」の
掲
示
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

上：清掃活動をする子ど
もたち／下：駅前などに
掲示された防犯ポスター。

地
域
の
環
境
美
化
と
安
全
の
た
め
に

烏
山
自
警
団
が
子
ど
も
た
ち
と
清
掃
活
動

　
　

月
3
日
松
、那
須
烏
山
報
徳
会

12
（
大
金
正
会
長
）で
は
、天
性
寺
参
道
脇

の
円
応
公
園（
お
救
い
小
屋
跡
）で
、今

年
で　

回
目
と
な
る「
炊
き
出
し
体

10

験
の
集
い
」を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、天
保
7
年（
1
8
3
6
年
）

に
本
市
周
辺
で 
飢  
饉 
が
起
こ
っ
た
際

き 
き
ん

に
、二
宮
尊
徳
が
窮
民
救
済
な
ど
に

尽
力
し
た
こ
と
を
追
想
し
、毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
時
、こ
の
飢
饉
に
よ
り
多
く
の

領
民
が
飢
え
に
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、烏
山
藩
は
二
宮
尊
徳
か
ら

米
を
借
り
、同
寺
参
道
脇
に
小
屋
を

建
て
て
同
年
の　

月
1
日
か
ら
翌
年

12

5
月
6
日
ま
で
の
約
1
5
0
日
間
に

わ
た
っ
て
1
日
平
均
約
7
5
0
人
に

食
事
を
提
供
す
る
こ
と
で
、領
民
た

ち
を
救
済
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、地
域
住
民
な
ど
約　

人
50

が
参
加
。か
ま
ど
で
炊
い
た
お
粥
の

会
食
や
、お
救
い
小
屋
で
炊
き
出
し

が
行
わ
れ
た
際
の
逸
話
の
紹
介
、烏

山
語
り
の
会
に
よ
る
民
話
が
披
露
さ

れ
、二
宮
尊
徳
の
功
績
を
し
の
び
ま

し
た
。

大勢の観客で埋まる会場大勢の観客で埋まる会場。。

お
救
い
小
屋
跡
で
の
炊
き
出
し
体
験
。

　

民
俗
文
化
奉
仕
協
会（
川
俣
仲
会
長
）で
は
、

　

月
4
日
掌
、烏
山
公
民
館
で
恒
例
の「
歳

12末
た
す
け
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」

を
開
き
ま
し
た
。高
齢
者
や
勤
労
者
の
慰

安
の
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
イ
ベ

ン
ト
も
今
年
で　

回
目
。　

組
の
出
場
者

39

96

に
よ
り
歌
謡
や
舞
踊
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
収
益
金
5
万
7
7
2
9

円
は
、市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
さ
れ
、

今
後
、福
祉
活
動
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

師
走
の
ま
ち
に
歌
声
響
き
わ
た
る
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　11月26日松、本市出身でタレント
の棚橋麻衣さんが監修する「乙女ライ
ド那須烏山（同実行委員会主催）」が山あ
げ会館を発着点に開かれ、県内外から
約30人が参加しました。
　コースは、島崎酒造どうくつ酒蔵や
龍門の滝、和紙の里などを巡る約
30km。参加者は観光をしながらサイ
クリングを楽しみました。

田田
んん
ぼぼ
のの
学学
校校
で
収
穫
感
謝
祭

　

里
山
と
田
ん
ぼ
の
豊
か
な
自
然
を
生

か
し
た
活
動
を
と
お
し
て
、子
ど
も
た
ち

に
様
々
な
体
験
や
学
び
の
機
会
を
提
供

し
よ
う
と
、市
内
の
有
志
が
運
営
す
る
田

ん
ぼ
の
学
校「
志
鳥
倶
楽
部（
滝
口
清
栄
会

長
）」が
、　

月
3
日
松
、志
鳥
上
公
民
館

12

で「
収
穫
感
謝
祭
」を
開
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、市
内
外
か
ら
約　

人
の
親

40

子
が
参
加
。田
ん
ぼ
の
学
校
で
春
に
植

え
た
古
代
米
を
収
穫
し
て
炊
い
た
ご
飯

と
、会
員
が
持
ち
寄
っ
た
食
材
を
調
理

し
た
惣
菜
が
手
作
り
の
竹
の
器
で
提
供

さ
れ
、参
加
者
は
自
然
の
恵
み
に
舌
鼓

を
打
ち
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
、竹
馬
や

ベ
ー
ゴ
マ
な
ど
の
昔
遊
び
、昆
虫
標
本
、

里
山
の
野
鳥
及
び
田
ん
ぼ
の
生
き
物
写

真
、縄
文
時
代
な
ど
の
石
器
の
展
示
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

乙女ライドに参加した皆さん乙女ライドに参加した皆さん。。

収穫した古代米を味わう参加者収穫した古代米を味わう参加者。。

乙女ライド那須烏山
市内をサイクリング

　

野
上
地
区
自
治
会
で
は
、　

月　

日

11

13

掌
、住
民
の
親
睦
を
深
め
よ
う
と
、野
上

体
育
館
で
地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
を
行
い

ま
し
た
。当
日
は
、地
域
の
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
約
1
0
0
人
が
参
加
。

輪
投
げ
や
ビ
ン
ゴ
、福
引
大
会
が
行
わ

れ
、会
場
は
終
始
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

が
響
き
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

野上・地域ふれあい活動
輪投げやビンゴ大会で交流深める

盛り上がりを見せたビンゴ大会盛り上がりを見せたビンゴ大会。。

地域交流盛んに。

　

今
年
で　

回
目
と
な
る「
そ
り
は
た

30

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」が　

月　

日
掌
、曲

11

27

畑
自
治
会
な
ど
に
よ
る
実
行
委
員
会
に

よ
り
、曲
畑
公
民
館
で
開
か
れ
、地
域
住

民
約
1
5
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。恒

例
の
運
動
会
と
芸
能
大
会
は
、大
い
に

盛
り
上
が
り
、地
域
の
交
流
の
輪
を
広

げ
ま
し
た
。

第30回そりはたふれあいまつり
運動会や芸能大会盛大に

恒例の運動会でパン食い競争恒例の運動会でパン食い競争。。

　

八
ケ
代
自
治
会
で
は
、　

月　

日
掌
、

11

27

八
ケ
代
公
民
館
で
収
穫
祭
が
開
か
れ
、

地
域
住
民
約
2
0
0
人
が
そ
ば
打
ち
を

と
お
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。地
元

産
の
そ
ば
粉
と
野
菜
な
ど
の
食
材
を

使
っ
た「
け
ん
ち
ん
そ
ば
」は
毎
年
大
人

気
。子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
そ
ろ
っ
て
で

き
た
て
の
そ
ば
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

八ケ代の収穫祭
地元産のそば粉でそば打ち体験

住民がそろってのそば打ち住民がそろってのそば打ち。。

　

神
長
ソ
バ
祭
り
実
行
委
員
会（
大
森
金

一
委
員
長
）に
よ
る「
神
長
ソ
バ
祭
り
」が
、

　

月　

日
掌
、神
長
公
民
館
で
開
か
れ
、

11

27

地
元
で
収
穫
さ
れ
た
そ
ば
粉
を
使
っ
た

「
け
ん
ち
ん
そ
ば
」や「
も
り
そ
ば
」な
ど

が
地
域
住
民
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、約
3
0
0
人
が
訪
れ
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

神長ソバ祭り
収穫に感謝しそば味わう

大勢の人でにぎわった神長ソバ祭り大勢の人でにぎわった神長ソバ祭り。。

地域で行われた
交流行事を紹介します
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InformationInformationInformationInformationInformation

市の人口

編
集
後
記

編
集集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

着図書

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

○
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
！
編
集
後
記
を
通
じ

て
皆
さ
ん
に
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
を
す
る
の
も
4
回
目
と
な
り

ま
し
た
。取
材
先
で
カ
メ
ラ
を
持

つ
姿
が
定
着
し
て
き
た
の
か
、カ
メ
ラ
を

持
っ
て
い
な
い
日
常
生
活
で
も
、「
あ
、カ
メ

ラ
マ
ン
の
お
姉
さ
ん
だ
」な
ん
て
子
ど
も
た

ち
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
笑
）

○
み
な
さ
ん
の
2
0
1
6
年
は
ど
ん
な
年

で
し
た
か
？
毎
年　

月
に
発
表
さ
れ
る
、

12

そ
の
年
の
世
相
を
漢
字
一
文
字
で
表
す
漢

字
は「
金
」で
し
た
ね
。私
は
、「
幸
」で
す
！

な
ぜ
な
ら
、親
友
の
結
婚
式
で
た
く
さ
ん

の
幸
せ
オ
ー
ラ
を
浴
び
…
そ
し
て
、自
分

へ
の
ご
褒
美
に
新
し
い
カ
メ
ラ
を
購
入
し

た
か
ら
で
す（
ま
だ
家
族
に
は
言
っ
て
い
ま
せ
ん
が
）。

ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、ト
ー
タ
ル
し
て
幸
せ
な
1
年
で
し

た
。2
0
1
7
年
、今
年
は
ど
ん
な
年
に
な

る
か
楽
し
み
で
す
ね
。

○
と
こ
ろ
で
、今
月
号
の
広
報
紙
を
開
い
て

ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

…
？
新
た
な
年
の
始
ま
り
と
、「
烏
山
の
山

あ
げ
行
事
」ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

を
祝
し
て
、供
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
僑に
し
て
み
ま

し
た
。来
月
号
か
ら
は
、ま
た
元
に
戻
り
ま

す
が
、今
後
と
も「
広
報
な
す
か
ら
す
や

ま
」を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

盤　

野　
 
叶 　
 
人 （
崇
人
・
麻
衣
）滝　
　

田

か
な 

と

髙　

場　

つ
む
ぎ（
脩
平
・
有
里
）旭
2
丁
目

荒　

井　
 
絢 　
 
心 （
洋
行
・
純
子
）神　
　

長

あ
や 

な

川　

上　
 
湊 　
 
大 （
泰
弘
・
篤
子
）滝　
　

田

そ
う 

た

堀　

江　
 
泉 　
 
希 （
達
朗
・小
百
合
）興　
　

野

み
ず 

き

平　

田　
 
藤 　
 
吉 （
侑
己
・
智
美
）野　
　

上

と
う 

き
ち

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
め
で
た

お
めめ
で
た

お
め
で
た

お
め
で
た

●
第

回
関
東
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

19

（　

月
9
日
掌
、A
L
S
O
K
ぐ
ん
ま
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

10タ
ー
ぐ
ん
ま
武
道
館
）

［
女
子
個
人　

形
の
部
］▽
第
3
位
：
田
﨑
裕

乃（
南
那
須
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

●
秋
季
男
女
混
合
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（　

月
7
日
捷
～　

日
晶
、南
那
須
中
学
校
体
育
館
）

11

11

▽
優
勝
：
か
ら
～
ず　

▽
準
優
勝
：
ヨ
ネ
ッ

ク
ス　

▽
第
3
位
：
ポ
ラ
リ
ス

●
第
1
回
栃
木
県
神
社
庁
南
那
須
支
部
長
杯

剣
道
練
成
大
会（　
月　

日
松
、馬
頭
中
学
校
体
育
館
）

11

12

【
団
体
の
部
】

［
小
学
4
年
生
以
下
の
部
］▽
準
優
勝
：
烏
山

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

▽
第
3
位
：
宏
倫

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

［
小
学
5
年
生
以
上
の
部
］▽
優
勝
：
宏
倫
剣

道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
A　

▽
準
優
勝
：
宏
倫

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
B

［
中
学
生
の
部
］▽
優
勝
：
南
那
須
中
学
校　

▽
準
優
勝
：
烏
山
中
学
校
B

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

【
個
人
の
部
】

［
小
学
2
年
生
以
下
の
部
］▽
準
優
勝
：
井
口

向（
烏
山
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

［
小
学
3
・
4
年
生
の
部
］▽
優
勝
：
小
西
勇

太（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

▽
準
優
勝
：
渡

邉
錬（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

▽
第
3
位
：

小
森
咲
芽（
烏
山
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

［
小
学
5
・
6
年
生
の
部
］▽
優
勝
：
鈴
木
佳

実（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

▽
準
優
勝
：
北

側
雄
大（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）　

▽
第
3

位
：
青
柳
侑
晟（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）、伴

伊
純（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

［
中
学
生
男
子
の
部
］▽
優
勝
：
滝
口
恭
弘

（
南
那
須
中
）　

▽
準
優
勝
：
新
井
健
介（
烏
山
中
）

▽
第
3
位
：
小
池
智
也（
南
那
須
中
）

●
第

回
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
柔
道
交

32

流
大
会（　
月　

日
掌
、栃
木
県
武
道
館
）

11

13

［
小
学
5
・
6
年
生
軽
量
の
部
］▽
第
3
位
：

塩
田
優
介（
南
那
須
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

●
第

回
四
倉
町
少
年
空
手
道
演
武
大
会

32

（　

月　

日
掌
、い
わ
き
市
四
倉
町
ク
リ
ナ
ッ
プ
井
上
記
念
体

11

20

育
館
）

［
小
学
3
・
4
年
生
男
子　

組
手
の
部
］▽
準

優
勝
：
平
野
真
広（
南
那
須
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

［
中
学
生
女
子　

形
の
部
］▽
優
勝
：
田
﨑
裕

乃（
南
那
須
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

［
中
学
2
・
3
年
生
女
子　

組
手
の
部
］▽
準

優
勝
：
田
﨑
裕
乃（
南
那
須
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

●
第

回
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交

39

流
大
会
兼
第

回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣

39

道
交
流
大
会
県
予
選
会（　
月　

日
掌
、栃
木
県
体
育

11

20

館
）

［
小
学
5
年
生
男
子
の
部
］▽
優
勝
：
鈴
木
佳

実（
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

●
第

回
矢
板
市
空
手
道
連
盟
選
手
権
大
会

27

（　

月　

日　

、矢
板
市
体
育
館
）

11

23

（水・祝）

［
中
学
生
以
上
型
の
部（
男
女
混
合
）］▽
第
3

位
：
田
﨑
裕
乃（
南
那
須
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

［
一
般
男
子
組
手
の
部
］▽
優
勝
：
峰
岸
翔
太

●
第
4
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
市
民
交
流

親
善
大
会（　
月　

日
掌
、烏
山
運
動
公
園
）

11

27

▽
優
勝
：
高
徳
里
子（
蛇
姫
会
）　

▽
準
優
勝
：

高
徳
年
子（
滝
田
本
郷
）　

▽
第
3
位
：
堀
江
道

博（
大
木
須
）
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でお問い合わせください。
　なお、「広報お知らせ版」への広
告掲載や、市ホームページへのバ
ナー広告掲載も同時に募集してい
ます。

広告掲載募集中

■おわびと訂正… 12月号P22「スポーツの結
果」第11回那須烏山市秋季市民ソフトテニス
大会【中学生男子の部】の結果で、「優勝：滝口
夏叶・髙徳勇斗（南那須中）」とあるのは、「優
勝：滝口夏叶・髙雄勇斗（南那須中）」の誤りで
す。おわびし訂正いたします。
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★図書館HPから新着図書が検索できます。★
http://www.lib-nasukarasuyama.jp/

南那須図書館　☎0287-88-2748　Fax88-0204
烏山図書館　　☎0287-82-3062　Fax82-7566

Information

市の人口市のの人人口市の人口市の人口

編
集
後
記

新新新着着着着図図図図書書書書
2016.12.1現在
（　）対前月比

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

男
出生
転入

13,143 女
死亡
転出

13,426

人口 26,569（－58）

世帯数 9,412

34
86

6
56

★一般図書★
『大人の気づかい』　　坂東　眞理子
『人生の流儀』　　　　　萩本　欽一
『会社はいつ道を踏み外すのか』田中　周紀
『片づく家のアイデア図鑑』田中　ナオミ
『とらわれない』　　　　五木　寛之
『笑って、泣いて、考えて。』　永　六輔
『私立新宿歌舞伎町学園』新堂　冬樹
『ｉ』　　　　　　　　　西　加奈子
『掟上今日子の旅行記』　西尾　維新

★児童図書★
『井伊直虎』　　　　　　那須田　淳
『お金のヒミツなぞとき図鑑』泉　美智子
『伝統食』　　　　　　　野崎　洋光
『いっしょにまなぼうせいかつ』大門　久美子
『チキン！』　　　　　いとう　みく
『バクのバンバン、町にきた』

ポリー　フェイバー

『おかしなこともあるもんだ』いしい　ひろし
『ポコポコミルク』　さかい　さちえ
『ぜったいがっこうにはいかないからね』

ローレン　チャイルド
『なつみはなんにでもなれる』

ヨシタケ　シンスケ
★ＣＤ★

『Ａｒｅ Ｙｏｕ Ｈａｐｐｙ?』ＡＲＡＳＨＩ
『宇宙図書館』　　　　　松任谷由美
『人間開花』　　　ＲAＤＷＩＭＰＳ
『縁』　　　　　　　ＧＲｅｅｅｅＮ
『至福の眠れるクラシック』
タマーシュ　ヴァーシャーリ ほか

『ザ・ベスト・オブ・ボブ　ディラン』
ボブ　ディラン

『ＪＯＡＮＮＥ』　　レディー　ガガ
『ジャーナルズ』 ジャスティン　ビーバー
『アニソンＬＯＶＥ！　選抜組』ＦＬＯＷほか

俳　

句

齋
藤　
　

穂　

選

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
統
計
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

月
冴
ゆ
る
無
人
の
駅
に
終
電
車小

針　

久
子（
月　

次
）

手
作
り
の
柿
酢
で
仕
上
げ
菊
膾高

野　

良
子（
下
川
井
）

太
平
寺
姫
も
眺
む
る
紅
葉
か
な伊

東　

澄
子（
中　

央
）

夜
明
前
雪
掻
く
音
に
父
あ
り
き伊

藤　

博
志（
田
野
倉
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

山
茶
花
に
初
雪
積
も
る
朝
と
な
り

小
口　

格
男（
興　

野
）

満
員
時
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
も
椅
子
に
な
り

五
月
女
佳
子（
谷
浅
見
）

歯
に
衣
を
着
せ
ぬ
昭
和
の
名
司
会

鈴
木　

幸
子（
志　

鳥
）

初
詣
み
ん
な
長
生
き
し
た
い
顔川

俣
登
志
子（　

旭　

）

短　

歌

福
澤　

悦
子　

選

木
枯
ら
し
の
中
夏
作
を 
片  
付 
け
る
あ
り
が
と
う
枯
れ

か
た 

づ

し
蔓
見
れ
ば
さ
み
し
く　
　

平
野
フ
ミ
子（
向　

田
）

白
き
皿
に 
盛 
り
た
る 
熟  
柿 
こ
た
つ
に
て
一
さ
じ
食
め

も 

じ
ゅ
く 
し

ば
頭
も
冴
ゆ
る　
　
　
　
　

高
野　

久
子（
大　

桶
）

 
菜 
を
持
ち
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
訪
え
ば
新
雪
の
庭 
軒 

さ
い 

の
き

の
干
柿　
　
　
　
　
　
　
　

古
内　

晴
代（
金　

井
）

戸
を
繰
れ
ば
朝
日
を
受
け
し
紅
葉
の
色
鮮
や
か
に
際

立
ち
て
映
ゆ　
　
　
　
　
　

石
川　

ミ
チ（
大　

桶
）

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

・
大
和
田
尚
司
様（
東
京
都
墨
田
区
）、小
林

昌
彦
様（
東
京
都
豊
島
区
）、関
昌
之（
東
京
都
西

東
京
市
）、水
野
真
様（
神
奈
川
県
横
浜
市
）、橋
本

邦
夫
様（
東
京
都
目
黒
区
）、柴
崎
栄
二
様（
東

京
都
文
京
区
）、奥
畑
康
秀
様（
神
奈
川
県
横
浜
市
）、

石
塚
有
佳
里
様（
東
京
都
大
田
区
）か
ら
1
万

円
が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

・
小
西
恭
示
様
（
兵
庫
県
姫
路
市
）、
大
町
之

夫
様
（
埼
玉
県
新
座
市
）、
三
箇
自
治
会
様
か

ら
3
万
円
が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

・
米
山
睦
夫
様
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
か
ら
7

万
円
が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

・
匿
名
希
望
者
様　

人
か
ら　

万
円
が

49

89

本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

■
社
会
福
祉
事
業
寄
附
金

・
匿
名
希
望
者
様
か
ら
3
万
円
が
本
市

に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

■
市
内
の
横
断
歩
道
に
横
断
旗　

本
と

80

旗
入
器　

基
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ

16

れ
は
、
道
路
を
横
断
す
る
歩
行
者
の
事

故
防
止
を
目
的
に
次
の
事
業
所
か
ら
贈

ら
れ
た
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

寄
贈
事
業
所
名（
敬
称
略
・
順
不
同
）

B
X
西
山
鉄
網
㈱
、
㈱
ア
ヤ
ラ
産
業
、

㈱
野
村
建
設
、
石
井
自
動
車
、
㈲
本
丸

産
業
、
大
笹
工
務
店
、
古
内
接
骨
院
鍼

灸
治
療
院
、
機
能
訓
練
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

さ
く
ら
、
ハ
ビ
ネ
ス

ごごごご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す



シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

烏
山
高
校
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
！

烏
山
高
校
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
！！！！
〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑩
〜

〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑩
〜

〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑩
〜

陸
上
競
技
部
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 N
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な
す
か
ら
す
や
ま

編
集　

総
合
政
策
課　
         
〒
3
2
1－

0
6
9
2 
那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目
1
番
1
号　

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2

83

　

広
報「
な
す
か
ら
す
や
ま
」で
は
、烏
山
高
校
の
部
活
動
で
頑
張

る
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
！

　

男
女　

人
で
活
動
す
る
陸
上
競
技
部
。今

11

年
度
は
、女
子
走
高
跳
の
競
技
で
は
関
東
大

会
出
場
、男
子
5
0
0
0
ｍ
で
は
県
大
会
2

位
、男
子
の
駅
伝
で
も
県
大
会
で
7
位
と
、

様
々
な
種
目
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。昨
年
度

に
つ
い
て
も
、女
子
走
高
跳
で
は
全
国
大
会
、

男
子
や
り
投
げ
で
は
関
東
大
会
に
出
場
す
る

な
ど
、優
秀
な
成
績
を
数
々
残
し
て
い
ま
す
。

　

部
の
目
標
は
、「
す
べ
て
の
種
目
で
県
大
会

上
位
入
賞
を
す
る
こ
と
」。現
在
は
、オ
フ

シ
ー
ズ
ン
の
た
め
、基
礎
体
力
づ
く
り
に
取

り
組
む
部
員
た
ち
で
す
が
、県
の
春
季
大
会

に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

2年（市貝町）
短距離部長　佐藤杏さん　

　来年度、一緒に烏山
高校の陸上競技部とし
て活動してくれる新入
生の皆さんをお待ちし
ています。私たちと、県
大会上位入賞、そして、
関東大会出場を目指し
ましょう！

上：キャラバンカーの中
にはたくさんの図書。
下：絵本を楽しむ親子。

緒
に
読
む
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た

緒
に
読
む
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。。

ま
た
、同
図
書
館
内
で「
お
は
な
し

隊
」の
隊
員
ら
に
よ
る
絵
本
や
紙

芝
居
の
読
み
聞
か
せ
も
行
わ
れ
、

訪
ず
れ
た
約　

人
の
親
子
連
れ
か

30

ら
は
、「
楽
し
か
っ
た
」、「
ま
た
来

て
欲
し
い
」と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

南
那
須
図
書
館
に

お
は
な
し
隊
が
や
っ
て
き
た
！

っ
て
き
た
！

　
　

月　

日
松
、㈱
講
談
社
に
よ

11

26

る「
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
」が
、

南
那
須
図
書
館
に
や
って
き
ま
し
た
。

　
「
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
」と
は
、

内
外
装
を
装
飾
し
、5
5
0
冊
以

上
の
絵
本
を
載
せ
た
キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ー
で
全
国
各
地
を
ま
わ
り
、子

ど
も
た
ち
へ
の「
読
み
聞
か
せ
の

輪
」を
広
げ
る
事
業
で
す
。

　

当
日
、ピ
ン
ク
色
に
染
ま
っ
た

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
図
書
館
駐
車

場
に
到
着
す
る
と
、子
ど
も
た
ち

は
興
味
津
々
な
様
子
で
車
内
へ
。

数
多
く
積
ま
れ
た
絵
本
の
な
か
か

ら
次
々
と
手
に
取
り
、親
子
で
一


